
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三中校長だより 保護者地域の皆さんへ 

 第 22 号 R4.3.10（木) 

藤井寺市立第三中学校 

校 長  奥 雅 美 

三年生の保護者の皆さまへ 
皆さま、子どもたちにとっては新型コロナ

ウイルス感染症の影響を大きく受けた中学

校生活でしたが、ご家庭のご支援のおかげ

で何とかこの日を迎えることができました。

晴れて義務教育を終えられることを心より

お慶び申し上げます。中学校を巣立ち、新

たな世界で頑張る子どもたちをこれからも

ご家庭で温かく見守っていただきたいと思

います。これまで本当にご協力ありがとうご

ざいました。 

 シクラメンの栽培と子育て 

12 月にシクラメンの鉢植えをいただきま

した。元々ぎっしりと詰まった大きな葉の真

ん中に力強い花がたくさん咲いていました。

年末年始は家に持って帰ってお世話してい

ましたが、1 月の連休で水を切らし、あっと

いう間にしおれてしまいました。慌てて水を

やるとすぐに元に戻りました。2 月になり、茎

が長く小さい葉が生えてくるようになりまし

た。日光が足りないのだとわかり、外に出

し、日に当てました。ところが翌日見てみる

と日に当てすぎて葉も花もクタクタに倒れて

しまっています。部屋の中に入れて様子を

見ると少し元気になりました。今度は部屋の

中でカーテン越しに日の当たる場所に移動

し、調子よかったのですが、ある日暖房がき

つすぎたのか 1時間ほどで一気にしおれて

しまいました。今度はベランダの窓越しに様

子を見られる日陰に移動しました。すると半

日で元に戻り、今は元気です。 

シクラメンを育てるのは子育てとよく似て

います。根っこをしっかりさせておくと、途中

で失敗してもちゃんと立ち上がってきます。

必要なものを与えなくても、与えすぎてもい

けないし、与えるタイミングにも要注意です。

良かれと思ってしたことが必ずいい方向に

進むとは限りません。何より、あまり過保護

にせず、少し距離を置いて見守ることが一

番です。今子育てを終え、若い親たちにそん

なことを伝えたいと思う今日この頃です。 

素敵な三年生 

いよいよ明日は卒業式。地域の方にも

褒められた英雄たち、昼休みになると大急

ぎでボールを借りに来る子、図書館の本

が好きな子、悩んでいる友達を最後まで

信じて支えていた子、嫌なことから逃げた

い気持ちを奮い立たせて踏ん張った子、好

きな人をそっと陰で見ていた子、部活動に

なると急に元気が出てくる子、転出した仲

間ともずっと心で繋がっていられる子、み

んなの心を背負って走った全員リレー、盛

り上がった三中カーニバル、踊って歌って

興奮した修学旅行、様々な三中生らしい

姿やシーンがよみがえってきます。 

本当に素敵な三年生。卒業おめでとう！

羽ばたけ未来へ！ 

 

 「送別式」  

3月 7日(月)の６時間目に送別式を行

いました。今年度も体育館に全員集合した

り、歌を歌ったりすることは難しいため、生

徒会を中心に、各学年や部活動からの感

謝の気持ちをビデオで伝えてくれました。

また、1年生はお花紙で42期生の学年目

標を作成、2 年生は写真でメッセージを作

成してくれました。特に部活動では 1 年生

も 2年生も、３年生への感謝の気持ちにあ

ふれています。中でも私は２年生が３年生

のおかげで１年生とのいい関係を作ること

ができたというメッセージに感動しました。

きっと３年生の心に届いたことでしょう。 

３年生は１・２年生にとって憧れの、そし

て自慢の先輩です。三中の伝統のバトンは

しっかりと引き継がれました。胸を張って新

しい道を歩んで欲しいと思います。 


